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行った 調査から 学校で飼育されている動物の種類は主にウサギ とニワトリ で ほぼ同
じ割合の飼育率であった の学生が高等学校までの学校で飼育経験を持っており そのうち は飼
育が楽しいと回答したが これは担当教員の熱意と関連性が認められなかった 飼育の質を日誌の作成 餌
の計量および動物の名づけに限定して調査したとこと で日誌が作成されておらず で給餌の際に
餌が計量されていなかった また 担当教員の熱意により 餌の計量の有無に差異が認められた で飼
育動物に名前がつけられており そのうちこれら動物の名前を覚えた学生は であった 以上のことか
ら 飼育は飼育状況にかかわらず楽しいということが明らかとなり 日誌の作成と餌の計量は学校教育にお
ける動物飼育の質を知る指標の一つになると考えられた




実学の教材として動物飼育が取り入れられてきた 谷田 りして 飼育環境の改善を図っている 飼育動物の管理
ら によれば 幼稚園でも少なくとも大正時代から同様に をサポ トする体制をみると 獣医師会が協力している地
動物飼育が行われてきたとみられる 年および 域は あり 教育委員会と獣医師会が協働して学校
年に西村 が全国の小学校にメ ル アンケ ト調査を実 飼育動物の飼育サポ トを実施している事例もある
施した結果では 鳥類あるいは哺乳類の飼育割合は 以上のように 飼育環境の改善は少しずつなされてきて
以上 年に谷田ら が実施した広島県下の幼稚園の動 おり これと並行して教育施設における動物飼育の意義あ
物飼育率は 年の江戸川区の小学校における動 るいは位置づけに関する報告もみられ 教育におけ
物飼育率は 校中 校 奈良県内の小学校 幼稚園で る動物飼育の見直しがなされつつある
の飼育率は であった 動物の飼育は飼育技術の習得 我 伴侶動物学研究室は家庭動物の福祉の向上を目指し
という実学的側面のほかに 情操教育という側面がある て活動しており 学校飼育動物を家庭動物に準ずる動物と
初等教育における心の教育という観点からも 週 日制と して位置づけている そのため 学校飼育動物の維持と環
なった今も学校での動物飼育は継続されている 境改善のために動物関係の仕事に従事する者ができること
動物飼育は楽しく教育的にも有効な手段である反面学校 を検討し提言していくことは 大学としての一つの社会貢
飼育動物における問題点が明らかになってきた 特に 動 献と考えている これまでの学校飼育動物に関する報告で
物飼育には休みのない飼育作業という大きな課題がある は 動物とかかわる教育面の調査や動物管理衛生に関する
週 日制で生じた土日連休における世話のほか 夏期など もの であったことから 飼育の基本の見直しについて
の長期休暇の世話は学校にとって大きな問題である ま の項目を提言することも 飼育作業内容の充実を図って飼
た 昨今ではインフルエンザによる学校閉鎖も大きな障害 育の質を確保するのに有効ではないかと考えた 提言項目
となったであろう すでに明治の終わりに休日の動物飼育 には満足感や楽しさなどの情緒に左右されない判断基準が
の対応についての指摘がみられ 休日の飼育は動物飼育 必要である 本調査は学校での動物飼育に関するものであ
を行っている学校の大きな課題である 教育の場であるこ ることから飼育の質を問う項目を最低限の世話ととらえ
とから 学校での動物の取扱いは児童の納得の上で進めな 給餌に関すること 飼育日誌をつけること 動物の名づけ
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との関連性について 動物のことを学ぶ学生を対象に調査 本調査において回答した 年次受講生 名中 学校
したので報告する 小学校 高校 に動物がいたと回答したのは 名で そ





生を対象とし 年次は平成 年 年 月 年次 学校での飼育動物の種類は ウサギが 鳥類が
は同年 月において調査を実施した とほぼ同じ割合で モルモットやハムスタ などのげっ歯
類が そのほか 犬 牛やヤギなどの反芻獣 爬虫
類 両生類 魚類が合わせて であった
年次では授業中に調査書の配布および回収を行い
年次では授業中に調査書 表 を配布した後 翌週回収し
た 調査項目は 学校での動物飼育係歴の有無と飼育動 飼育係になった理由では回答した 名中 は自分
物種 飼育係になった理由 飼育の楽しさ 飼育 から係になったと回答し はクラス担当制で 残りは
動物の名前の有無 記録 飼育日誌 の有無 餌の なんとなく 他になかった 何でも良かった の回答を
計量 担当教員の姿勢 等に関するものとし いずれも 得た
選択の回答形式とした また 飼育の楽しい理由について また 今回の調査では 飼育経験のある学生 名のう
は記述識回答とした なお 問い と については 年 ち 名 が飼育係は楽しかったと回答した あま
次科目受講生に対してのみ調査した 本調査における 学 り楽しくなかった あるいはまったく楽しくなかったと回
校飼育 の経験は 小学校から高校までの範囲とした 答したのは で 覚えていないは であった 表
楽しかった主な理由は 動物とのかかわり かかわりが好
き 一緒に遊ぶ ふれあい なつくから が ともっと
アンケ ト結果をいずれも度数として数値化し これを も多く 次いで順に 動物が好きだから 家で飼
カイ二乗検定 にて分 えない動物だから かわいいから 餌や
析を行った なお 本調査は過去の経験を問うものである りや飼育作業が好き であった 図
ことから 憶えていない 選択項目を設定し これらの数
値も分析に加えた
飼育動物への名づけに関する質問では 名前をつけてい
たのが 名前をつけなかったが であった また
それら名づけた動物の名前を覚えたかどうかでは が
年次では配布数 回収数 回収率 年次 すべてあるいは一部覚えたと回答した 表 飼育日誌の
では配布数 回収数 で 合計 配布し 存在に関する質問では が飼育日誌があったと回答
の回収 回収率 となった このうち 学校 小学校
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し がなかったと回答した 餌を与えるとき計量した 物飼育の場合 この義務がどのように意識して遂行される
かどうかという質問では が計量した がしてい かで 飼育環境は大きく変わる 今回の調査では身近な飼
ないと回答した 表 育の基本項目として餌の計量 名前をつけること 日誌の
担当教員の熱意についての回答は 熱心だった と回答
した者は 名 あまり熱心でなかった および
熱心でなかった を回答した者は合わせて 名 で
あり は覚えていないと回答した 表 担当教員の
熱意で 熱心だった群 名 と熱心でなかった群 名
とで飼育の質について比較検討した結果 飼育係の楽し
さ 名前の有無 名前の記憶 日誌の有無については両群
に有意な差は認められなかった 表 しかし 係になった
理由でみた場合 非積極的理由群 なんとなく 他になかっ
た 何でも良かった では 自分からなった 群に比べて
熱心だった担当教員の割合が熱心でなかった担当教員の割
合よりも少ない傾向がみられた
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作成の 点を取り上げた 調査の結果 動物飼育に高い意 らず かかわりあえる機会が得られる飼育は楽しめるもの
識を持った集団を母集団にしたにも係わらず これら項目 であることが明らかとなった そのことから 日誌の作成
のいくつかが考慮されていないことが伺われた すなわ と餌の計量は飼育の楽しさに影響されない 飼育の質の指
ち は飼育日誌をつけておらず は与える餌を計 標の一つとなりうると考えられた また 教員が熱心な方
量していなかった 家庭での単独での飼育や決まった人が が餌の計量の実施割合が高く わずかではあるが飼育の質
管理する状況とは異なり 教育現場では多くの人が飼育管 に教員の熱意も影響することが示唆された しかし 係に
理に携わる その場合 動物の健康状態を把握するために なった動機の非積極的理由群で教員の熱心さの判定に差異
記録 日誌 は必須であり これは医療現場のカルテに相 が認められたことから 教員が熱心だったかどうかの判定
当するものである また 教育現場での飼育の多くは複数 は生徒の側の意識に影響されていることも否定できない
での群飼育が通常で その場合個体ごとの健康状態の把握 動物飼育の質として考えられる項目には 給餌給水など
は困難であり したがって餌の減り具合や排泄物の量や質 の基本作業はもちろんのこと 衛生管理 健康管理 繁殖
などの観察は不可欠である 常に同じ量を給餌して餌容器 管理等が考えられる 動物が飼育されている状況によって
におけるかさを把握し 飼育係が減り具合を把握できるよ 飼育の質の内容は変わると考えられる 本報告で述べる飼
うにすることは 単純ではあるが重要な飼育管理のポイン 育の質は 飼育における基本的作業項目を指している 飼
トである 西村 の小学校における調査では飼育動物の健 育の基本を考えるとき 飼育の質の捉え方は重要な要素と
康管理で気をつけているのは主に餌や飲水の管理であった なる 動物の愛護及び管理に関する法律 では 適正な取
が 餌の計量や日誌作成が含まれていたかどうかは明らか 扱い がうたわれており 環境省の家庭動物の飼養及び保
でない 記録をつけることは簡単なようで実はなかなか継 管の基準 では所有の明示 健康及び安全の保持 生活
続が困難な作業である つけやすい日誌 たとえばチェッ 環境の保全 適正な飼養数 繁殖制限などを共通基準とし
ク方式にするなどの工夫が必要である て挙げているが これらは管理基準の枠組みであり 飼育
今回の調査ではおよそ で飼育動物に名前がつけられ 自体の具体策ではない 土田ら の学生対象の調査で 動
ていた 飼育動物種によっては魚類など命名が困難な場合 物虐待に関する意識が甘いことが示唆された すなわち
も考えられるが 日誌への記録を考えると何らかの個体識 管理放棄 動物遺棄 不衛生管理などは わずかではある
別をしておく必要はある 名前をつける意味は 個体識別 が虐待ではないとの認識を持っていることが明らかとな
というだけでなく 名前を呼ぶことで動物への合図となり り 動物を飼育したら衛生的に管理し終生飼育することが
また愛着も湧くと考えられるからである 個体識別を実施 当たり前にはなっていないということが示唆され 飼育の
するために 個体名やその特徴を記した個体票を掲示する 質のとらえ方に差異のあることが示された
のも飼育の質を高める有効な一つの手段となる 写真 今後 学校における動物飼育の質を向上させるための提
家庭での動物飼育と教育現場での複数を同一ケ ジで飼育 言項目として 今回の調査で取り上げた項目以外にも候補
する群飼育とでは自ずと管理方法も変わるであろうし 個 となる項目 たとえば作業のマニュアル化の有無や餌の保





幼稚園でのウサギ飼育にも触れ合えることに長所があると 生の皆さんに深謝いたします また 本調査を実施するに
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Animals kept in schools, animal management, pleasure in caring animals, quality of caring
animals kept in schools
: In order to investigate the quality of animal management and positive emotion about
caring for the animals kept in schools before entering university, we interviewed undergraduate
students of Tokyo University of Agriculture about the basic quality of management in caring for the
animals, which was deﬁned as naming the animals, measurement of animal-food volume and making
an animal care journal to monitor animal management, by using a questionnaire. The results are as
follows ; ) the major animals kept in schools were rabbits ( ) and birds ( ) ; ) of the
subjects had the experience of caring for the animals, and most of them showed pleasure in caring for
the animals, although the pleasure was not related to the teacher’s enthusiasm ; ) of the ex-
perienced-subjects did not make an animal care journal, and of them did not measure the volume
of animal-foods, while the measurement of animal-food volume performed by enthusiastic teachers
group was signiﬁcantly higher than that of non-enthusiastic teachers group ; ) of the subjects
had named the animals and among them actually remembered their names. In conclusion, these
results showed that caring for animals kept in schools provided students with pleasure regardless of
the quality of the animal management. It was suggested that making an animal care journal and
measurement of animal-food volume might provide some beneﬁts to improve the management of care
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